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【〃法】 III清中MEPM濃度測定はHPLC法に

て行い，内標準は0.01％ベンジルアルコール，カ

ラムはODS系で,紫外線検出器（波長: 220nm)

にて測定した．

患者は腎機能別にCCR>30mL/minの悠者

(Groupl),CCR≦30mL/millの忠背(Group2),

無尿ではないHD患者(Group3),無尿のHDAIA

者(Gl･oul)4),無川&のHDF忠者(Group5) と分

類して評illiを行った．本研究では漿物動態パラメ

ータとして全身クリアランスの代わりに血#IIi'l!

MEPM波度(C)を体砿当たりの1 I二l投与並(D)

で除した値(C/D)を用いた．

【結果・考察】 C/DはGrouplから各々0.242,

0.538, 0.365, 1.377, 1.703であった． またGr()upl,

2の非透析忠者ではC/DとCCRに相関傾向を認

めた．

無尿のHDと8hのHDF忠者ではMEPMを

500mg/day投与で十分と考えられるが，無尿では

ないHD患者では検出繭のMICが高い場合等は

1,000mg/dayの投与も考慮する必要があると考え

られる．

【対象】 2012年1月1 1｣～12月31｢Iの期|ﾊlに，

当科に新規入院した肺炎症例．

【方法】ADROP,CURB-65, PSIの亜症嘆評価

指標を適応し，初回治療失敗率・入院301｣死亡

率・退院IIｷﾀ亡率を評illiJHI=|として, retrospec-

tiveに評価・検討した．

【結果と考察】当科の肺炎入院症例157例のう

ち， 77例（49.0％）がNHCAPであった．入院期

llll,初lill治療失敗率, 30I二|死亡率はそれぞれCAP

で12．3±13.1H, 16.3%, 5.0%, NHCAPで

18.5±18．2日， 23．4％， 18．2％で,NHCAPの方

が30p死亡率が商かつた. NHCAPにおいても

亜症度分頽が商くなるほど，死亡率が高かった．

NHCAPガイドラインの治旅区分B群,C群の

椛例について，いずれも碓奨流療よりも非推奨治

旅を行った群の方の有効性が商かつた.B聯にお

いては，非推奨群の方がスペクトラムが広い治療

薬を使川されていたためと考えられた.C群にお

いては，非推奨|腓の方がスペクトラムが狭い治療

薬を使川されていたが，各IⅢ唯度評価指標で亜症

度が低かった|噸向が有り， これらの重症度指標を

適応することの有効性が示唆された．

【結論】 Retrosl)ecliveな解析ではあるが，従来

の#砧と異なり,NHCAPにおいても,ADROPで

も30日死亡率・退院時死亡率の評価が可能であ

った.NHCAPの治療薬選択においても， ガイド

ラインだけでなく,ADROP弊の亜症度項[|を用

いて， さらに適切な治療がIIII来る可能性が示唆さ

れた．
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【背紫】医療・介識関連肺炎(NursingandHeal-

thcal･e-associatedpneumonia:NHCAP)はTli'1'

肺炎(CAP)と院|ﾉ､l肺炎(HAP)のII'間として

位i侭づけられ，両者の特徴をもつ. H本でも2011

年に診旅ガイドラインが作成された．重症隆二l"llll

因子についての有効性を示したfll告はない．

【U的】当科における医療介識|側|連肺炎(NHAP)

入院症例において, 'n症度評llliとして最もｲｰ『川な

指標を検討する．

【背剥ガイドラインの改iil., |耐性菌の期加，新

規抗菌薬の|刑発，抗菌薬通正使川概念の沸及など

llili炎診療をとりまく環境は'二|々変化してきてい

る． これらの変化により肺炎診療内容や忠者予後
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でM"l'ilのj師噌を行っているj州合は，初llilの啼養

結果のみを取り上げ, 21i'l l=l以後はりil;例散に含め

なかった．症例数は176例になった．

1:"道炎や他疾忠で, WI!I:前に他の医旅機IAIから

抗繭尚'lの処力を受けていた， または，受けている

ﾘ,i;例も含めている．すなわち， この症例の選び方

は，人口祷庇の商い都市部で杵辿に遡遇する， 「l1

LI.炎と診断がついたllf点での，起|ﾉ〈|繭の膠察につ

ながると考えたためである．

主な病原i'fiはllili炎球菌， インフルエンザI間，モ

ラクセラ・カタラーリスであった．

錐j¥'l耐性など流旅上|Al題となるのは，肺炎球菌

とインフルエンザ輔であった．

lﾉ1111i黙剤では肺炎球菌に対してはTBPMが，

インフルエンザ1脚に対してはCDTRが,MICと

li&IMIil'l!泄度から雌もよい成紬を示した．

にどのような変化が生じているか検討する．

【対象と方法】 2007～2012年に偏楽隙|病院呼

吸器内科で入院沿旅を行ったll,li炎忠者全例を対

象とした．原Ikl微生物，初101MIf",蝋苫-13後

(3011死亡率）などの経年変化をカルテ調介し

た．

【結果】 6年間で1,000例(CAP555例, HCAP

445例）のll,li炎診旅が行われた.CAPではllili炎球

菌， インフルエンザ繭，マイコプラズマ, HCAP

では萸色ブドウ球菌，グラム|食性腸内細繭．絲膿

菌が原IKI微生物として上位を占め, 6年|H1変わら

ない傾向であった．肺炎球荊ではPRSP, インフ

ルエンザIfiではBLNASの瀕度が経年的に減少し

ていた．初期抗繭漿は広域抗繭薬の選択が減少

し， ，ツラクタマーゼ配合ペニシリン系薬の使川が

増加していた. 30H死亡率はll'li炎全体で2007年

の11．5％から2012年の5．1％まで経年的に低ド

半減していた．

【まとめ】信楽|刺病院呼吸器内科におけるll,li炎

症例の予後改善（診療レベルの向上）が雌偲さ

れた．
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3歳未満の中ll.炎忠音の起|と|繭をI淵べ, PCG,

CVA/AMPC, AZM, CTRX， CFPN, CI)TR,

TBPMの有効性についてMICならびに股間III! | !

濃度から検討した．

対象期|ﾊlは2012年5月～11月で，何らかの病

原繭が検III}された椛例をカウントした. lnl-･椛例


